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This research project is intended to reveal in part the state of current production and sales of 
coffee in the province of Yunnan, China. The basis of this research is the fact that the consumption 
of coffee in China, the country well known for its tea culture, is increasing along with the 
production which has also shown rapid growth in recent years.  What remains uncertain, however, 
is whether coffee is in fact being consumed in the region of the plantations.  Furthermore, the 
project attempts to reveal lifestyle factors associated with coffee cultivation.
The procedure is as follows: obtain the relevant information through the references as well as 
interviews with the stakeholders, and then perform the field studies during which conducted the 
surveys on coffee cultivation at family-owned small coffee farms and large-scale corporate farms, 
and on coffee sales at urban areas and tourist spots.
The survey results explain that the life of farmers is largely influenced by price fluctuations 
and clarify the necessity of price stabilization at the same time.  As for the consumption, the 
current status is analyzed by using "Diffusion of Innovations", a theory developed by Everett 
Rogers as a pillar of research.
Before production and sales market expand and make further growth, it is highly meaningful 
to reveal the current situations in order to prepare for the future challenges.
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　次いで今回の調査中で、最も高価格で生豆を販売している企業農園であるが、普洱市におよそ 1
万畝の農園を保有し年間2,000トンの生豆を生産している百分之一珈琲である。同社は2007年に開
































は 4 人姉妹で年上の 3 人は既に結婚をし、長女はすぐ隣りに住み他の 3 人は家を出ている。末の娘
は現在専門学校に通い寮生活であるがこの時期は夏休みということもあり戻って来ていた。農園は
自宅から徒歩で20分程の所にある。この農家のおおよその一日であるが、 6 時30分起床、 7 時から
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朝食をとり 7 時30分から 8 時頃出社。12時から12時30分頃昼食をとりに自宅に戻る。休憩をし午後
2 時30分から 3 時頃再度農園に向かい、 7 時30分頃帰宅する。収穫期の11月から 2 月の頃は、日が
沈むと帰宅をするといった作業時間である。
　また協働する隣に住む家族は、 7 年程前にこの地に越して来て夫妻と 5 人兄弟の末の息子とその
甥の 4 人での生活しており、農園の広さは10畝である。この10畝の農家を例に農家の収入について
まとめると、おおよそ次の通りとなる。まず 1 畝にしっかりとコーヒーノキが植えられたとすると、
左右の間隔が 1 m、前後の間隔が 2 mで330本を植えることが出来る＊20。この330本から多寡はある
が、およそ1,200kgの赤色の実いわゆるコーヒーチェリーが収穫される。そしてこの実をはがし乾
燥させると生豆の重量は実の約 6 分の 1 の重さとなる。その結果 1 畝から約200kgの生豆を収穫す
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主なショッピングセンター並びにデパートで、昆明市 6 店舗、普洱市 2 店舗、保山市 4 店舗である。
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のための農地を共同で開設している。その現場に行くと具体的には、次の様に説明がなされている。
雲南省農業庁、雲南省科技庁、米国スターバックス社により、国外の優良品種10個を栽培し高地・



















　まず店舗の位置を確認すると、12店舗の内 6 店舗は街の繁華街にある 1 号店を中心に半径 1 km































ろ街の地図上に15軒が表示された。この内茶のみを扱う店が 8 軒、バーが 1 軒、焙煎企業のオフィ
スが 1 軒であった。残りの 5 軒を少し距離があるが、ひとつずつ訪問することとした。その結果 2




　 2 軒目の店舗は 2 階建てで 1 ・ 2 階各30名程が着席できる広さ、食事も提供しておりコーヒーは
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いった声にも対応すべく、国際フェアトレード機構（FLO：Fairtrade Labelling Organizations 
International）を初めとして各種フェアトレードの仕組みを導入しており、またスターバックスは
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＊ 1 ベトナム危機に関しては後述するが、一般的に 1980 年代後半からベトナムにおけるコーヒーの生産量が急増し
てゆくことにより、世界のコーヒー価格が下落し続ける一因となったことを指す。
＊ 2 村田武（2006）「中国雲南省のコーヒー農園」『現代東アジア農業をどうみるか』筑波書房 , pp.39-55.










角和代訳）白揚社 , pp.295-308. 並びに姉尾裕彦（2009）「コーヒー危機の原因とコーヒー収入の安定・向上策を
めぐる神話と現実」『千葉大学教育学部研究紀要』57, pp.203-228 による。
＊ 9 黄蜀云（2009）『云南珈琲』云南出版集団公司 ,p14. この他 1892 年とする説もある。中国の生産の歴史は同書と
現地での関係者への聴き取り調査による。主なインタビューイーとしては雲南熱帯作物職業学院・珈琲研究所
所長である。
＊ 10 黄蜀云（2009）, p56.
＊ 11 中国で伝統的に使用されている単位で簡体字は  （mǔ） と表記され、広さは 15 畝で１ha となる。本稿では畝と
表記する場合特別に区別をする場合以外中国の尺度の意味で用いる。
＊ 12 云南省人民政府（1998）『云南省人民政府关于加快咖啡 展的意见』.
＊ 13 この数値は ICO が推計しているものであるが、雲南統計年鑑の数値と 2007 年以降隔たりがある。複数のデータ
を参照した後、本稿では ICO のデータを使用する。
＊ 14 云南省統計局編（2013）『云南統計年鑑』中国統計出版社 .
＊ 15 『アメリカスペシャリティ協会』（2014.9.1） <http://www.scaa.org> また記事の例として人民日報社『人民網日
本語版』（2014.9.1）<http://j.people.com.cn> 等がある。
＊ 16 村田武（2006）, p.49.
＊ 17 同上 , p.49.
＊ 18 同上 , p.50.




＊ 21 中国統計年鑑編集部（2013）『中国統計年鑑 2013』中国統計出版局 .
＊ 22 International Coffee Organization（2013）Coffee in China . 以下の数値も同様に ICO のものを使用。またここで
ICO が推計している消費量は、生産量に輸入量を足し輸出量を差し引いたいわゆる見かけ消費量である。
＊ 23 人口統計は IMF のデータを使用。
＊ 24 合計不一致は数値四捨五入のため。
＊ 25 中聯富士経済咨詢有限公司（2012）『中国有望食材・加工食品市場の全貌 』並びに英敏特諮詢有限公司（2013）『中
国珈琲市場前看好』を元に推計。また、消費量については、ICO の算出基準を使用した。
＊ 26 臼井隆一郎（1992）『コーヒーが廻り世界史が廻る』中央新書 , pp.31-36.
＊ 27 小林章夫（2000）『コーヒー・ハウス』講談社学術文庫 .
＊ 28 土佐昌樹（2007）「公共圏の概念からみるアジア文化」『AJ Journal』02, pp.77-91.
＊ 29 スターバックスの雲南での展開については雲南省 1 号店の店員並びに関係者からの聞き取り調査を元にしてい
る。
＊ 30 梶原景昭（2009）「文化的視点から見るホテル」『AJ Journal』04, pp.53-66.
＊ 31 エベレット・ロジャーズ（2007）『イノベーションの普及』（三藤利雄訳）翔泳社 .
＊ 32 同上 , p.21.
＊ 33 伏木亨（2005）『人間は脳で食べている』ちくま新書 , pp.54-55.
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＊ 34 同上 , p.149.
＊ 35 デイヴィッド・J・リンデン（2014）『快感回路』（岩坂彰訳）河出文庫 , p.114.
＊ 36 VTA（ventral tegmental area）は、報酬系の中心となる神経が出ている部分で、快感情に関する中心的部分で
ある。ここから運動や学習に関係する背側線状体や記憶に関係する海馬にもつながっており、これらにより行
動と快感情が学習される。
＊ 37 デイヴィッド・J・リンデン（2014）, p.114.
＊ 38 同上 ,p.209.
＊ 39 エベレット・ロジャーズ（2007）, p.96.
＊ 40 同上 , p.93.
＊ 41 この頃の価格の変動や ICO の動向については、歴史的事実として広く共通の認識があるが、一般社団法人全日
本コーヒー協会（2013）『コーヒー関係統計』, pp.128-134 に詳しく記載がある。
＊ 42 この数値は ICO がアメリカ合衆国、ドイツ、フランス等の現物生豆の取引価格を加重平均して算出した複合指
標価格であり以下は特段の区別がない限り、この数値を使用する。
＊ 43 オックスファムインターナショナル（2003）『コーヒー危機』（日本フェアトレード委員会訳 , 村田武監訳）筑波
書房 , p.18.




＊ 46 『総務省』（2014.9.1）<http://www.stat.go.jp/> で公表されているデータを使用。
＊ 47 一般社団法人全日本コーヒー協会（2013）『コーヒー関係統計』.
